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アザミ 花言葉 ： 独立

四万十川に関するお気付きの点や、お問い合わせは
中村河川国道事務所 計画課までお願いします。

TEL０８８０－３４－７３０１
「四万十川ﾆｭｰｽ」は、中村河川国道事務所HPにも
掲載しています。

http://www.skr.mlit.go.jp/nakamura/index.html

四万十川に関するお気付きの点や、お問い合わせは
中村河川国道事務所 計画課までお願いします。

TEL０８８０－３４－７３０１
「四万十川ﾆｭｰｽ」は、中村河川国道事務所HPにも
掲載しています。

http://www.skr.mlit.go.jp/nakamura/index.html

絶滅危惧種Ⅱ類の植物マイヅルテンナン
ショウを保護・育成しようと設立された「マ
イヅルテンナンショウの会」の第３回総会が
５月９日（土）四万十市防災センターで開催
されました。会員等約５０名が参加し、今
後どのように保護、育成していくのかを確
認し、今後も観察会や除草作業等を実施し
ていくことを決定しました。総会後半には、
香川大学農学部助教授の小林氏が、植物
の「稼ぎ方」と「稼ぎの使い方」－テンナン
ショウの光合成と生活史－と題し講演。植
物はどのようにして成長し、繁殖していくの
かを分かりやすく説明してくれました。

５月９日（土）マイヅルテンナンショウの会総会終了後、入田の四万十川河川敷へ移動し『第２６回四万十川自然観察会』が行
われました。参加者は会員・一般参加者合わせて約７０名で、自生地に新たに生息しているマイヅルテンナンショウの個体を見
つけ、目印を立てる作業を行いました。澤良木会長が「この日発見された個体数は６００個以上で、今後とも市民の協力を得
ながら保護、育成に取り組んでいきたい」と話しました。

中村河川国道事務所では、梅雨・台風が襲ってくるこの季節に地域を
洪水から防ぐため、洪水対応演習を行っております。今年も５月１２
日（火）に防災情報の迅速かつ的確な伝達、連絡を行えるよう演習を
行いました。

総会の様子 小林先生の講演




